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たらす ぐに またつ ける 用意 をして おき ましたが、 その 

ちょっと 暗くな つた 間に、 大事な ごちそう はすつ かり 

きんべ ん 

なくなって しまいました。 それ かと 言って、 大変 勤勉 

な 村人 達でした から、 まだ 明るい うちに 仕事 を やめて 

夕飯 をた ベ る 気に も なれませんでした。 

そしてな お 不思議な ことに は、 村で 一番 立派な ごち 

そう を こしらえ てる 家に、 そういう ことが 起こる ので 

した。 う つ かリ ごちそう も こしらえられません でした- 

一 体 何者が.》 ，- ちそう を さら つ て ゆ くんだろう？ と 

村の 人達 は 考えて みました。 けれど、 いくら 考えても 

わかりませんでした。 问 しろ 姿 も 見えなければ 音 もし 



村の 人達 は、 網 を 張ったり、 罠 を こしらえたり、 棒 を 

かま 

持って 待ち構えた リ、 いろんな こと をし ましたが、 何 

の 役に も 立たないで、 毎晚 どの 家 かで ごちそう を さら 

われてば かりい ました。 

二 

ところが この 村に、 たった 一人の なまけ 者が いまし 

た。 ひとり 者の^ さんで、 お金が あれば 酒ば かり 飲ん 

でいて、 貧乏な くせにい つもの らくら して 遊んで いま 

しよ-つじよ ラ 

した。 大変 酒好きな ので、 猩 々 という あだ 名 をつ け 



られ て、 あまり 人から 相手に されませんでした。 

この 猩々 爺さんが、 天狗の こと を 聞いて、 どうか 

自分が 引 つ 捕え て 皆 を あ つ と 言わし て やりたい もの だ 

と、 酔つ ばらいながら 頭 を振リ 振り 考えて いますと、 

すてき 

酒が 手伝った せいか、 素敵な こと を 考えつきました。 

そして はたと 額 を 叩きました。 

「しめた ぞ！ もう 天狗 は 俺の もの だ」 

爺さん は 懇意な 家へ 行って、 お金 をた くさん もらつ 

てきました。 肉 や 鳥 や 酒 を、 うんと 買い込んで きまし 

た。 酒 はこと に 強いの を 選びました。 そして ひる 頃 か 

ま. ねお 

ら 夕方まで 骨折って、 それ は 実に 見事な お 料理 を こし 



私 はまつ 暗な 中で は 眼が 見えません から 今ろう そく を 

つけます」 

爺さん は 急いでろ うそくに 火 をつ けました。 そして 

ひょいと 見る と、 まごう かたなき 大 天狗が 眼の 前に 

ときん ひ 

立って るではありません か。 頭に 兜 巾 を かぶり、 緋の 

衣 をつ け、 手に 羽う ちわ を 持って、 白い 髯の 生え かぶ 

さった 赤い 顔に、 高い 鼻 を うごめかし、 金色の 眼 を 光 

らして、 にこに こ 笑って いるので す。 爺さん は その 

威光に 打 たれて、 平伏して しまいました。 

「お前 は 感心な 奴 だ」 と大 天狗 は 言いました。 「酒 ま 

でた くさん そろええ て 〔# 「そろええ て」 は ママ; - くれた 



こころざし めん さか も 

志 に 免じて、 今晩はお 前の 家で 酒盛り を するとし 

よう」 

その 言葉 を 聞いて、 爺さん は 元 気づ いてきました。 

しょ-つじよ ラじ い 

そして この 猩々 爺さんと 大 天狗と は、 夜通し 酒盛り 

をす る ことにな りました。 

じい しょ ラ じよう 

爺さん は猩 々 と あだ 名され てるく らいの 酒の みで 

てんぐ 

すし、 天狗 はまた 名高い 酒好きな ものです から、 ちょ 

うどい い 相手でした。 けれど そのうちに、 二人とも 

酔つ ばらって きました。 天狗 を 酔いつ ぶさせる ために 

爺さんが 苦心して こしらえた 料理です から、 豚肉の 

くしゃき きじ きも あげもの こい まるに 

串 焼の 中に も、 雉の 肝の 楊 物の 中に も、 鯉の 丸 煮の 中 



引っ捕える つもりだった のが、 自分の 方 も 酔つ ばらつ 

て、 天狗と 一緒に 眠って しまった のでした。 それでも、 

天狗より 先に 眼 を 覚ました の は 幸いでした。 

^さん は そっと 立ち上がって、 太い 緦を 持って来て、 

まだ 眠って いる 天狗 を、 いきなり 縛り上げて しまい ま 

した。 大 天狗 は 眼 を 覚まして、 自分の 縛られて るのに 

気づき ましたが、 もうどう にも 出来ませんでした。 た 

だ 眼 を 白黒 さしてる ばかりでした。 爺さん は それ を 見 

あざわら 

て 嘲笑いました。 

「天狗の 馬鹿 やい、 とうとう 捕まったろう！ 今まで 

村の 者の ごちそう をた くさん さら つてい つたから、 そ 



の 姿の 通り 大 天狗で、 大勢の からす 天狗 を 家来に 持つ 

て、 立派な 行い をして いました。 ところが わし は、 生 

まれつ き 鼻が よく 利いて、 二 里 四方く らい は 何でも か 

ぎ わけられる のです。 ある 時、 山の 奥から 村 近くへ 出 

て 来る と、 人間の こしらえ てる ごちそうの 匂いが して 

それ を 食いたくて たまらなくな つたので す。 そして 一 

度 盗み食い をして みると、 うまい のうまい くないの つ 

て 〔# 「うまい のうまい くないの つて」 は ママ r もう 木の 

かすみ 

実 を 食ったり 霞 を 吸ったり している のが 馬鹿らしく 

どろぼう 

て、 ごちそう 泥坊に なって しまった のです。 ところが 

今 あなたに 縛られて みると、 初めて 夢から さめた よう 



な i 地に なって、 自分の 悪い ことが しみじみ わかり ま 

した。 これから はつ まらない 欲なん か 起こさないで、 

山の 奥に 戻って いって、 大 天狗に 恥じない 立派な 行い 

をし ます。 どうぞお 慈悲に 許して 下さい。 許して さえ 

下されば、 何でもお 望み通り にします。 一生 行い をつ 

つし みます。 ほんと に 許して 下さい。 私 を 村人 達の 前 

に つき出しても あなたに は 何のもう けに もなら ないで 

しょう。 そのかわり 私 を 許して 下されば、 何でも 望み 

通りの もの を 差し上げます」 

天狗が 泣きな がらそう 言 うの を 聞いて、 爺さん はな 

る ほどと 考え込みました。 天狗 を 村人 達の 前につ き 出 



爺さん は 天狗の 鼻 を もらって、 うれしくて たまり ま 

せんでした。 夜が 明ける と、 すぐに 表へ 飛び出し まし 

た。 村の 人達 は、 大 天狗と 同じような 爺さんの 鼻 を 見 

しょ-つじよ-つじい 

て、 驚いた の 何のじゃありません。 そして、 猩々 爺 

さん を 今度 は 天狗 爺さんと 呼ぶ ようになりました。 

二 

さて 天狗 爺さん は、 大 天狗から もらった まつ 赤な 高 

い 鼻 を うごめかして、 自分の 貧乏な 家に じっと 坐って 

いますと、 まあ どうでしょう。 二 里 四方の ものが 何で 



も、 眼に 見る ように かぎわけられる ではありません か _ 

どこに どんな 花が 咲いて いるか も わかれば、 どこに ど 

ん なごち そうが 出来て るか も わかれば、 どこに どんな 

力ま パ 

酒が あるか も わかります。 爺さん は 家に じっと 我慢し 

てること が 出来ませんでした。 晚 になる とのこの こ 出 

かけて いって、 村で 一番 ごちそうの ある 家へ やって 行 

きました。 村人 達 はもう 天狗が 来ない こと を 知って、 

い つもより 見事な ごちそう を こしらえて いたのです。 

「今晩は」 と 言つ て 爺さん は 入つ て 行きました。 

「や あ 天狗 爺さんで すか。 あんた のお かげで こんな ご 

ちそう を 食べる ことが 出来る ようになりました。 まあ 



みち 

ぱい 茂って いて、 もう 路も なくなって しまいました。 

じい やまじ 

その上、 爺さん は 長い 山路 を 歩いて 来ました ので、 腹 

はへ つてく るし、 足 は 疲れて くるし、 弱って しまい ま 

した。 けれど、 ただ 宝物 を 取る という 欲で いっぱいで 

した。 何もかも うち 忘れて 進んで 行きました。 

にわかに、 ひときわ 強く ぷ ー ん といい 香りが してき 

ました。 いよいよ 来たな と 思って、 爺さん は 一生懸命 

に 足 を 早めました。 そして 山奥の 崖の ふちまで 来ます 

と、 あっと 言って 立ち止まりました。 

すてき 

まあ どうでしょう、 崖の 下の 谷間 一面に、 素敵な 花 

じゅ ラ じよ-つじ さ 

が 咲き乱れ てるではありません か。 十 畳 敷 もあろう 
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